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『東京大学新聞』記事目録について 
東京大学百五十年史編纂室では、基礎史料整備 

の一環として『東京大学新聞』1> の目録作成をおこ 
なっている。以下では、目録作成作業の内容を簡潔 

に紹介した上で、作業の経験を踏まえて、大学史資 

料としての学内新聞の位置づけについて考察する。
まず、『東京大学新聞』は1920年に『帝国大学新 

聞』として創刊された学内新聞であり、東京大学に 

関わる出来事を幅広く記載している。百五十年史 

編纂室における『東京大学新聞』記事目録作成作 
業は2017年12月に開始され、現在は5名の作業者 

によって、最終的な点検作業が進められている。目 

録に記載する事項としては、記事の「見出し」と出 
来事が発生した「日付」にくわえ、東京大学に関係 

する組織•人物の名称等を「キ一ワード」として採録 
することで、記事内容の検索を可能にすることを目 
指している。例として次の記事を用いて説明する。

国立大学の独立行政法人化問題への対応方法などを 

検討していた「東京大学の設置形態に関する検討会」 

(座長•青山善充副学長）は7日、報告書を蓮實重彦総 
長に提出した。特例を設けた上で国立大を行政法人 

化するとした文部省案について「一応検討に値する」 

と評価しつつも、「（学問の自由を保障した）憲法23条 

に抵触する疑いを完全には払拭できない」ことを理由 

に「なお不徹底である」と指摘2>。

本記事の「見出し」は「独立行政法人化文部省 

案は「不徹底」」というものであり、まずそれを採録 
する。また、本記事は2000年1月のものであるから、 
出来事が発生した「日付」として「2000年1月7日」と 

記録する。その後「キ一ワ一ド」として、まず何をめ 
ぐる記事であるのかを示す「国立大学独立行政法

人化問題」を記録する。その上で、東京大学に関係 
する「東京大学の設置形態に関する検討会」、「座 

長•青山善充副学長」、「蓮實重彦総長」といった固 
有名詞を記録する。「文部省」や「憲法23条」といっ 
た語は東京大学に直接関係する訳ではないので記 
録しない。以上のような方針のもとで『東京大学新 

聞』目録は作成されている。

大学史資料としての学内新聞
:一次史料の「入口」として

では、『東京大学新聞』のような学内新聞は史料 
としてどのように位置づけられるのであろうか。神 

谷智は大学ア一カイヴにおける資料のあり方につ 
いて述べた論考において、学内で収集される大学 

史資料を次の四種類に分類している3)。1.公的記 
録である法人文書、2.多方面への配布を目的とし 

て大学が作成した印刷刊行物、3.学生機関（自治 
会、サークルなど）•職員機関（職員労働組合•学内 

学会など）•同窓会など公的機関には含まれない学 
内機関の関係資料、4.試験、学生レポートのような 

個人資料。同論考においては、学内新聞の位置づ 
けはなされていないが、仮にこの枠組みに則るなら 

ば、『東京大学新聞』は、3の「非公的な機関資料」に 
分類されることになるであろう。というのも、同新 

聞は、「公益財団法人東京大学新聞社」によって運 
営されており、理事には教員が含まれるものの、そ 

の編集•発行は、すべて東京大学所属の学生によっ 
て「いかなる団体からも独立した編集権のもとで」4) 
おこなわれており、組織としての東京大学からは独 

立の立場にあるからである。

しかしながら、学内新聞は同時に、通常の学生機 

関の資料とは異なる次の特徴をもっている。まず、 
それは学内で生じた様々な出来事を記録するとい 

う一般性を備えている。次に、そうした出来事につ 
いて、メディアという局外者の立場から記録をおこ 
なっているという意味で二次的であり、当事者の 

意図を知るために適当な資料とは言えない。また、 

新聞という媒体の特質として5\そこでは情報の 

「速報性」が童視され、読者に訴求する大仰な書き 
振りが時になされるなど、出来事の正確な情報を 

得るには不向きである。こうした特質からすれば、 

学内新聞は一次史料としてではなく、起こった出来 

事を把握し、それに関する史料に「見当をつける」 
のに適していると言える。例えば、戦後に生じた「キ
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ャンパス移転問題Jについて調査する場合には、ま 
ず「浮かび上がるキャンパス計画」という見出しの 

記事を読んでみる。そこには、移転のための「長期 
計画特別委員会」という組織が立ち上げられたこ 
とが記されている6、このようにして見当をつけた 

上で、同委員会の関係資料を調査すれば、キャンパ 
ス移転計画の内実についての詳細な情報を得るこ 
とができるであろう。

このように見るならば、学内新聞は、先述の大学 

史資料に関する四分類のいずれかに含まれるとい 
うよりも、そのように分類される一次史料に接近す 
る際の一つの「入口」の役割を果たすと言えるであ 

ろろ。

大学史資料としての学内新聞
:学生生活の実態の記録として

けれども、一次史料の「入口 Jという役割にくわ 

えて、学内新聞は公式文書には残されない学生生 
活の実態を知るためにも有用なものである。その 
—例として、以下では関東大震災から五ヶ月後の 
1924年2月1日、ちょうど百年前の記事を紹介する。

[震災からしばらく経ち]学生が落ち着き研究欲が燃 
え出すとともに設備があまりに不親切だというので最 

近諸方面に不平の声が聞え始めた。教室の混雑、研究 
室の狭隘は忍ぶとしても、いかにこの際とはいえ、新 
築パラックのお粗末な事は論外だと言われている。あ 

のパ' ラック寄宿舎の荒削りの板壁を二分位ずつも隙 

間のあいた床から吹き込む夜風には寮生もほとほと 

参っているそうである。しかし何といっても一番酷い 

のは図書閲覧室で[…]あまりに無茶な設備に愛想を 
つかしてこの頃では震災前の半分の入館者しかいな 

いそうだ。どこの手落か知らぬが何しろ学生に対して 

は随分不親切を極めたもので、普通の硝子を張った 
窓からは病院通いの人たちがいちいちのぞき込んで 

通る。閲覧部では[…]完全な戸締が出来ないため毎 

朝事務所の方から学生の希望の書を取寄せねばなら 
ぬ始末なので事務の都合上からも非常に不便だそう 
である7)。

震災で甚大な被害を受けた東京大学で、学生は 

居住する寮、勉学の場である教室•図書館のいずれ 

も仮設のバラックでしのがざるをえず、そのことに 

よる不都合がここでは具体的に描写されている。

歴史的出来事が起こった当時の人々のこうした実 
情については、当事者の日記や自伝などが援用さ 

れることも多いであろうが、大学閨係の事情に関す 

る限り、学内新聞もまた有力な參照元となりうるで 
あろう0

1) 東京大学の学内新聞は、時期によって『帝国大学新聞』、『大学新聞』、 

『東京大学新聞』、『東京大学学生新聞』と名称を変更しているが、本 

稿では便宜上『東京大学新聞』と総称する。

2) 『東京大学新聞』（2000年1月2S日付、1面)。

3) 神谷智「大学アーカイブにおける資料の収集•整理•保存•公開につ 

いて」、『日本の大学ア一カイヴズ』、全国大学史資料協議会編、京都 

大学学術出版会、2005年、55-56頁。

4) 東京大学新聞社『東京大学新聞年鑑2019-20東大記録帖』、星雲 

社、2021年、200頁。

5) 史料としての新聞の特質については以下を参照。石川徳幸「史料と 

しての新聞一メディア史科学の構築に向けた一試論一_!、『メディア 

史研究』、第39号、2016年、6-25頁。

6) 『東京大学新聞』（1972年5月29日付、1面）による。

7) 『東京帝国大学新聞』、1924年2月1日付、3面（表記は現代のものに 

改めている）。
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